
し，労働基準法に定める汽缶土(きかんし)の免許を必要とする。

(加勝誠次郎)

きかんし ゃいちキロあたりせきたんしょうひりょ う 働関

車 1 キロ当り石炭消費量 後隙PIIが lkm 走るに使用する石

炭の設をしづ 。これは燃料の消費成献を表わす 1 つの刀法と し

て!ll. :(E利用されているが，話器l主l車の仕事盆に対する消1't成~~を

判定するときには， ヨf2 i] I (けんいん) 111数について考えられて v 、

ないために適当でない場合がある。 儀|刻耳ï 1 キロ当り石炭消Y't.

盆は， つぎの方法で求められる 。

A=与
A 踏襲関車がある l玄関を)lli転 した場合に消決 した lkm 当 り

石炭消費;量 (kg! km)

B 峨|鎚事がある区聞を運転した場合に消nした石炭消波量

(kg) 

c 11量関11ïがある |孟間を運転して走行した距離 (km)

IIg平~ I 31 年度の I~I鉄平均は約 17.34 kg である。(盟f村正銀)

きかんし々うんでんほう 機関車運転法 L 、かにすれば安

金正確でもっとも経済的な列車運転を突施し得るか，その方法

手段をいうのである。現在一般的に係期されているものに， シ

リ γ ダの予熱， ポイラ 圧力の m下り防止，加減弁の全日目述転お

よび渇合によ ってミッ ド ・ ギヤ逆転があり ， その他非常繍i位と

して 71レギヤ巡;1民，逆レパ -~の方法が採られる場合もある。

シ リンダの予熱は器産関車を停止状態におし、て ， シリ γ ダ内に

蒸気を供給してその内壁を予然し， 内部の冷却によ って生ずる

蒸気の凝結 ・ 復水化を防止して， LH発の際における列車の加速

を効淡町jにするため行うもので為る。予熱は冬季， 夏季によ っ

て災な るが， 3-5 分が普通である。

出下り とは隙隙1 1ドが列車を牽ヨ I Cけんいん)して出発する l綴に

多fd:の蒸気を使川するため，蒸気の l路発が遅れてポイラ EE力の

一時降下をみる場合がある。これを出下りといっているのであ

るが，出下りは列車の加速に彪響をおよぼすので， 極力これを

防止. している。ただし線路の状態，牽

引荷重に よ っては，ポイラ圧力の多少

のl:H下りを許しても経済運転をはかる

主品合もある。

全開運転とは加減弁を満開して巡転

する方法で， 日[E蒸気を有効に利用す

る。 f?通はすべてこの方法が採られて

いる。

ミ y ド ・ギヤ とは織院I Ifiの前 ・ 後進

をつかさ どる逆転織を中央まで引上げ，

中立点に とる場合で， ピストン弁また

はH

2 (倍告になり ， シリ γ ダへ供給される蒸

気i誌は過小になる。これによる五li転は

ほとんと'なされていない。

フルギヤ とは ピスト ン弁またはr.'lfrーの最大締切をいうも

のであり ， 列車を引出す場合あるいは重量列車を牽引する

場合， 震負荷の入主主作業のほかはこれによる常時運転は行

われない。

逆レバー とは隙閥単の進行方向に対して，逆転践を反対

にした場合をいうのであって， ゾ リ γ 〆はホ・ γ プ作用で空

気の圧縮作用が生ずるので進行に対して大きな抵抗になる。

したがって異常時における緊急措 fi1としてプレ ーキカを必

嬰とする以外は禁止されている。(野村正義)

きかんし e き

きかんし 伊 き ゅ うさせつぴ 機関車給砂設備 (主主) sanding 

facilities 惨l刻車には重い列車を牽(けん)i] 1 して出発するとき

または勾(こう)配線を上るとき ， iM輸と軌条iñi との聞のスリ ッ

プを JVI ぐため砂利を設け， パイプでiFfJ輸のiÌíJに砂をまく 裟 i位が

設備されている。この砂の干IIì給HIに設けられた砂乾燥施設およ

び砂ホ ッパ ， 給砂柱空宇の総称。

T 

砂の使用量は線12<. ，列車日1]， 天候等種々 の条件により異なる

が， だいたい 1 日 l 両の使用i立は 0.02-0.06 m' くらいて2ある。

給砂装訟はTごし 、た L 、 給砂す る全般l銅専の 1 日 平均使m量: 0.5 t 

以上の所に設けられ， また現在では 5 t 以上の所が機械給砂の

対象とな っ ている。給砂設備はi貯砂場 ， 乾燥炉，ふるい，空気

糟(そう)，砂糟，給lij>管~からなり ，使用j立の少ない所ではコ

ンクリートで舗装した砂乾燥場に生砂、を まき， 天日乾燥を lfい ，

人力で目提出1専に給砂するa 一方機械設備は砂いり釜で砂を乾燥

し ， ふるい分けして

貯放された乾燥砂は，

圧さく空気で砂糟に

送られ， 給砂管を通

って滋l刻耳iの砂1告に

補給される。給砂は

一般に給炭水と同 じ

線路で 1'Tわれ，その

機械には 1 i総または

2 級式無憎御(線路

上に貯砂槽のないも

の)と 2 線式併世 !l'~

または向独立 }f~ とが

ある。

この併担と独立川

とはそれぞれl目'砂胤I

および給砂管等が，

高架l貯~.ii: l警の I.. lfi造物

1. 2 線独立f世絵砂装置

2. 向転式 砂乾燥淡泊
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